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あ
っ
た
教
皇
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

一
世
（
３
８
０
頃
～
４
３
２
）

は
、
礼
拝
や
信
仰
生
活
に
関
し

て
、Lex orandi, lex credendi 

et agendi

（
祈
り
の
仕
方
が
信

仰
の
仕
方
）
と
い
う
言
葉
を
残
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の

礼
拝
や
祈
り
の
在
り
方
は
、
そ
の

ま
ま
私
た
ち
の
信
仰
の
在
り
方
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
教
会
が
長
い
間
大
切
に
し

私
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
何
十
年

も
か
け
て
積
み
重
ね
て
き
た
信
仰

生
活
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（CO

VID
-19

）
に
よ
っ

て
大
き
く
揺
り
動
か
さ
れ
、
瞬
く

間
に
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年

間
、教
会
か
ら
送
ら
れ
て
き
た「
高

齢
者
は
教
会
に
来
な
い
で
く
だ
さ

い
」「
礼
拝
を
中
止
し
ま
す
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
春
、
荒
瀬
牧
彦
委
員
長
の
も
と

「
共
同
研
究
コ
ロ
ナ
後
の
教
会
の

可
能
性
」
と
い
う
研
究
会
が
発
足

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
共
同
研
究
は
、

各
教
派
や
学
会
、
研
究
会
等
で
議

論
さ
れ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

礼
拝
や
宣
教
・
伝
道
の
可
能
性
に

つ
い
て
等
、
教
派
を
越
え
て
情
報

を
交
換
し
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
模
索
す
る
も
の
で
す
。
研
究
員

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
日
本
基

督
教
団
、
日
本
聖
公
会
、
日
本
バ

プ
テ
ス
ト
同
盟
の
若
手
の
牧
師
や

司
祭
が
中
心
と
な
り
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
越
川
弘
英
氏
（
同
志

社
大
学
）
と
中
道
基
夫
氏
（
関
西

学
院
大
学
）
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

五
世
紀
に
教
会
の
指
導
者
で

を
通
し
て
毎
週
共
に
礼
拝
を
守
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
経
験
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
毎
週
教
会
に
来

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
方
々
を

置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
、
礼
拝
を

守
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
事
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先

ほ
ど
紹
介
し
た
「
祈
り
の
仕
方
が

信
仰
の
仕
方
」
と
い
う
言
葉
に
照

ら
し
て
み
る
と
、「
日
曜
日
の
午

前
中
の
礼
拝
に
来
る
こ
と
が
出
来

な
い
人
は
、
教
会
で
の
信
仰
生
活

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い

う
教
会
の
在
り
方
を
、
無
意
識
の

内
に
形
づ
く
り
、
発
信
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
礼
拝
献
金
も
、
以
前
の
様

に
現
金
を
封
筒
入
れ
て
捧
げ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
銀
行
振
込
み
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
決

済
も
始
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

通
し
て
改
め
て
、
私
た
ち
は
日
常

生
活
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
現
金
を

使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
電

車
や
バ
ス
に
乗
る
の
も
電
子
マ

ネ
ー
で
す
し
、
日
々
の
買
い
物
も

カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
の
流
れ

と
共
に
、
私
た
ち
の
日
常
と
教
会

の
姿
が
、
少
し
ず
つ
乖
離
し
て
き

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の

で
す
。

今
回
発
足
し
た
共
同
研
究
会

は
、
新
し
い
神
学
を
発
表
す
る
た

め
の
も
の
で
も
、
神
学
的
な
学
術

論
文
を
書
く
た
め
の
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
、

今
回
新
た
に
気
づ
か
さ
れ
た
事
柄

を
整
理
し
、
教
派
を
越
え
て
新
し

い
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
も
の

で
す
。
ま
だ
、
ど
の
よ
う
な
形
に

な
る
の
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
祈

り
つ
つ
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

�

（
日
本
基
督
教
団
東
中
野
教
会
牧
師
）

て
き
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
私

は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
、
改
め
て
、

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
礼
拝
や
信

仰
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
牧
会
し
て
い
る
東
中
野
教

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

当
初
（
２
０
２
０
年
２
月
）
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（YouTube

）

を
使
っ
て
主
日
礼
拝
や
祈
り
の
会

を
配
信
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
配

信
は
、
こ
れ
ま
で
毎
週
礼
拝
に
来

ら
れ
て
い
た
方
々
に
対
し
て
、
何

と
か
し
て
み
言
葉
を
届
け
よ
う
と

始
め
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
い

ざ
始
め
て
み
る
と
、
高
齢
の
た
め

に
老
健
施
設
に
入
居
さ
れ
た
方
や

地
方
や
海
外
に
単
身
赴
任
中
の

方
、
ま
た
、
一
度
も
お
会
い
し
た

こ
と
の
無
い
方
々
が
、
礼
拝
配
信

コ
ロ
ナ
後
の
教
会
の
可
能
性
を
見
つ
め
て

�

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員  

　

�

浦 

上 

　
充
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１．事業の推進
１）公益目的事業
（１）関東活動センター、関西セミナーハウス活動

センター
①フォーラム事業及び研修・セミナー・体験交流

事業を継続し、発展させた。
②アカデミー運動の理念に従って今日的な社会の

課題に対する認識を深め、それにふさわしい新
規プログラムの開発に取り組んだ。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、関西セミナー

ハウス活動センターの公益目的事業に施設を提
供した。

②当財団の目的達成に資する諸団体が行う公益目
的事業を支援するため、宿泊施設及び会議場を
諸宗教団体、労働組合、文化・社会活動団体、
教育機関・学会・研究会等に供した。

（３）広報活動
①関東活動センター、関西セミナーハウス活動セ

ンター及び関西セミナーハウスの活動状況につ
いて、機関紙「はなしあい」、ウェッブサイト
等によって継続的に情報を発信した。

②機関紙、ウェッブサイト等により、年度事業計
画、収支予算、事業報告、決算報告、その他当
財団に関する情報を公開した。

２）収益事業
（１）関西セミナーハウス

公益目的利用外の一般利用者、企業等への宿
泊研修施設の貸出を行い、その収益の一部を
公益活動に資した。

（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、
その収益を公益活動に資した。

２．事業運営推進
公益目的事業の推進に当たっては、継続的事業、新

規プログラムを問わず、予算計画を持ち、必要財源を
確保しつつ、安定的継続可能な運営を行った。

３．賛助会員、寄附金
公益法人への寄付により受けられる税制優遇措置を

活用し、アカデミー運動を支援する賛助会員および寄
附者からの支援を仰いだ。

４．新型コロナウイルス感染症の影響と対応
新型コロナウイルス感染症の影響は、当年度期首か

ら各事業に顕著に現れ、研修・セミナーなどが中止、
あるいはインターネットにる開催形式への変更へ、更
には関西セミナーハウスの宿泊研修事業に対する影響
は甚大で４月～９月の６か月間の宿泊人数は、僅か
３７９人と激減し（対前年減少率△９５％）、１０月
１日より臨時休業を余儀なくされた。

貸 借 対 照 表
2021 年 3 月31日現在

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー （単位：円）　

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　１．流動資産 42,330,701 27,903,866 14,426,835
　２．固定資産
　　　　（１）基本財産 12,000,000 12,000,000 0
　　　　（２）特定資産 48,835,444 74,751,127 △ 25,915,683
　　　　（３）その他固定資産 295,221,907 314,317,332 △ 19,095,425
　　　　固定資産合計 356,057,351 401,068,459 △ 45,011,108
　　　　資産合計 398,388,052 428,972,325 △ 30,584,273
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債 30,240,737 9,080,971 21,159,766
　２．固定負債 7,835,444 21,203,568 △ 13,368,124
　　　　負債合計 38,076,181 30,284,539 7,791,642
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産 11,000,000 11,000,000 0
　２．一般正味財産 349,311,871 387,687,786 △ 38,375,915
　　　　正味財産合計 360,311,871 398,687,786 △ 38,375,915
　　　　負債及び正味財産合計 398,388,052 428,972,325 △ 30,584,273

公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー
２０２０年度事業報告（総括）
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人
類
に
生
物
の
遺
伝
子
配
列
を
自

由
に
変
え
る
術
を
与
え
た
点
で
、

核
分
裂
反
応
の
発
見
に
比
す
べ
き

画
期
的
発
見
で
あ
る
と
言
え
る
。

核
分
裂
反
応
が
発
見
さ
れ
た
時
、

人
類
は
、
こ
れ
を
神
様
か
ら
の
贈

り
物
と
し
て
歓
迎
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
を
見
れ
ば
、
多
く
の
人
の

生
命
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
人
類
は
、
こ
の
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
を
い
か
に
使
う
か
が
今
問

わ
れ
て
い
る
。

生
物
の
設
計
図
で
あ
る
遺
伝
子

を
組
み
換
え
る
試
み
は
、
か
な
り

以
前
か
ら
植
物
や
動
物
に
対
し
行

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
狙
い
通

り
遺
伝
子
配
列
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
２
０
１
２
年
ド
イ
ツ
と
ア

メ
リ
カ
の
女
性
科
学
者
が
、
遺
伝

子
配
列
を
狙
い
通
り
、
正
確
に

容
易
に
変
化
さ
せ
る
ゲ
ノ
ム
編

集
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
開
発
し
、

２
０
２
０
年
度
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
何
が

で
き
る
か
、
ど
ん
な
問
題
が
あ
る

か
を
、
基
礎
生
物
学
者
の
中
山
潤

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

従
っ
て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
使

う
生
殖
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
目

指
す
こ
と
が
明
ら
か
な
基
礎
研
究

も
含
め
て
罰
則
を
伴
う
法
規
制
が

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
の
が
学
術
会
議
の
提
言
で
あ

る
。東

京
、
長
崎
な
ど
か
ら
の
リ

モ
ー
ト
参
加
者
22
名
、
会
場
参
加

者
５
名
で
、
１
時
間
半
多
岐
に
わ

た
る
は
な
し
あ
い
を
持
っ
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
発
見
は
、

 
●
２
０
２
０
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
い
の
ち
」
第
２
回

 
「
ゲ
ノ
ム
編
集
の
光
と
影
」

�

基
礎
生
物
学
研
究
所
ク
ロ
マ

チ
ン
制
御
研
究
部
門
教
授　

中
山
　
潤
一
さ
ん

�
関
西
学
院
大
学
神
学
部
教
授　

土
井
　
健
司
さ
ん

２
０
２
１
年
３
月
２
０
日（
土
）

会
場
：
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

一
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

農
・
漁
業
で
は
、
収
率
の
高
い

コ
メ
や
太
っ
た
豚
、
羊
、
フ
グ
や

鯛
、
が
ん
や
肝
炎
の
治
療
薬
と
し

て
有
用
な
タ
ン
パ
ク
質
を
含
む
卵

を
産
む
鶏
な
ど
も
容
易
に
作
れ

る
。
い
く
つ
か
の
も
の
は
市
場
に

出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
跡
を
追

跡
で
き
な
い
の
で
、
遺
伝
子
組
み

換
え
の
よ
う
に
は
表
示
し
な
く
て

良
い
と
さ
れ
て
い
る
。医
療
で
は
、

病
気
を
媒
介
す
る
蚊
を
撲
滅
し
た

り
、
遺
伝
子
疾
患
を
治
療
す
る
た

め
に
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ

ら
に
ヒ
ト
の
受
精
卵
に
適
用
す
れ

ば
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
性

格
や
体
質
を
変
え
る
こ
と
も
で

き
、
２
０
１
８
年
に
す
で
に
中
国

で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
子
ど
も

が
誕
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
親
は
子
ど
も
の
ゲ
ノ
ム
を
編

集
す
る
権
利
を
有
す
る
の
か
、
優

れ
て
い
る
と
は
何
を
意
味
す
る
の

か
、
人
生
の
豊
か
さ
の
大
部
分
は

不
完
全
さ
や
個
人
差
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
な

ど
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
を
、
ヒ
ト
胚
に
用

い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
日
本
学

術
会
議
の
哲
学
委
員
会
で
も
議
論

さ
れ
、
そ
の
倫
理
的
正
当
性
に
関

る
提
言
が
、
２
０
２
０
年
８
月
に

出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
、
学
術

会
議
連
携
会
員
と
し
て
こ
の
議
論

に
加
わ
っ
た
神
学
者
の
土
井
健
司

さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
を
人
の
生
殖
に
用

い
る
こ
と
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子

に
と
っ
て
は
、
自
分
の
意
思
と
は

無
関
係
に
自
分
の
遺
伝
情
報
が
改

変
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
女
性

に
と
っ
て
は
、
そ
の
た
め
に
女
性

の
身
体
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
、
遺
伝
的
疾
患
や
障
が
い
者

へ
の
差
別
が
助
長
さ
れ
、
次
世
代

に
不
可
逆
な
種
の
改
変
を
も
た
ら
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2021年5月１日～6月30日（順不同・敬称略)
◆財団本部
賛助会費（終身会員）
神﨑　清一� 100,000

◆関東活動センター
賛助会費
（認）母の会� 10,000 
山根　誠之� 5,000 
市川　邦雄� 5,000 
全国教会婦人会連合� 20,000
竹中　百合子� 5,000 
北原　和夫� 10,000 
荒井　献� 3,000 
島田　治夫� 2,500 
横野　朝彦� 10,000 

寄付金
小林　義彦� 3,000 
中村　信博� 30,000 
菅原　伸郎� 3,000 
条谷　泉� 5,000

神学生プログラム寄付金
中村　信博� 10,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
武藤　髙司� 20,000
神﨑　清一� 4,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
岡安　茂祐� 5,000
上條　美代子� 5,000
多木　秀雄� 5,000
田辺　信子� 3,000
西川　淑子� 5,000
山本　俊正� 5,000
松岡　蓉子� 5,000
陶村　世佳子� 5,000
松田　光代� 5,000
吉田　力� 60,000
中村　信博� 10,000
平林　喜博� 5,000
斉藤　洋子� 5,000
伏木　信次� 5,000
医療法人わたなべクリニック�10,000
� 次頁に続く
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◆関東活動センター
■2021 年度話し方ワークショップ
「礼拝の言葉を豊かに」（ステップ
アップ講座）
講　師：	友野 富美子さん（日本キリ

スト教団吉祥寺教会牧師）
日　時：	9月21日、10月19日 火曜
		  14：00～16：00
会　場：	日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費：	1 回 1,200 円（全 10 回）
■2021 年度 聖書を読む講座
　（共催：早稲田奉仕園）
Ⅰ「上林順一郎牧師と一緒に聖書を
読もう―この時代の中で聖書から
メッセージを読み解く」『創世記（原
初史）から読み解く現代第3期～神、

自然、人間をキーワードに』
講　師：	上林 順一郎さん（日本キ

リスト教団引退教師）
日　時：	5月～11月（8月休会）、
		  第4水曜　14：00～16：00
参加費：	全6回6,000円（学生3,000円）
方　法：	会場（早稲田奉仕園セミ

ナーハウス）および Zoom
によるオンライン講座

Ⅱ「マルコ福音書をジックリと読む」
第 4期
講　師：	山口 里子さん（聖書学者）
日　時：	4月～2022年2月（8月休会）、
		  第2火曜　18：30～20：00
参加費：	全 10 回 8,000 円（ 学 生

4,000 円）
方　法：	Zoom によるオンライン講座
◆東・西活動センター・早稲田奉仕
　園共催
■2021 年度関東フォーラム 宗教対
　話Ⅰ / 修学院フォーラム「社会」Ⅰ
〈連続講座〉アンコール開講
「日本キリスト教史を読む」Ⅰ（明治篇）
講　師：	戒能 信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
日　時：	5月～12月、第2木曜
		  14：00～16：00
参加費：	全8回6,000円（学生4,000円）

方　法：	Zoom によるオンライン講座
◆関西セミナーハウス活動センター
■2021 年度修学院フォーラム「福祉」
第 1回「気候変動とキリスト教～
人新世と宗教～」
講　師：	福嶋 揚さん（神学博士）
日　時：	9月11日（土）13：30～15：50
参加費：	1,000 円（学生 500 円）
方　法：	会場（関西セミナーハウス

別館）とオンライン（Zoom）
■2021 年度開発教育セミナー
第 3回「日本と韓国の過去・現在・
未来～共に生きる隣人として～」　
（日程・会場変更）
講　師：	太田 修さん（同志社大学

グローバル・スタディーズ
研究科教授）

日　時：	9月19日（日）10：00～16：00
参加費：	3,000 円
会　場：	京都市国際交流会館
第 4回「私たちは気候変動を食い
止めることができるのか？」
講　師：	伊与田 昌慶さん（特非）

気候ネットワーク主任研究員
日　時：	10月10日（日）10：00～16：00
参加費：	3,000 円
会　場：	京都市 地域・多文化交流

ネットワークサロン（予定）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

◆関西セミナーハウス活動センター　賛助会費
鳥井　清司・操	 10,000
喜多村　やよい	 5,000
宇野　稔	 5,000
藤倉　寿美子	 3,000
間瀬　啓允	 5,000
五十嵐　萬里子	 5,000
川北　かおり	 10,000
岩坂　二規・泰子	 5,000
柳井　繁彌	 5,000
織田　雪江	 5,000
大谷　光真	 5,000
大島　偕美	 20,000
李　善惠	 5,000
春名　康範	 10,000
繁永　幸久	 10,000
君村　昌	 5,000
長塩　滋子	 3,000
浅川　具美	 5,000
奈倉　道隆	 3,000
佐野　千枝子	 5,000
早川　良彌	 5,000
佐藤　友紀	 5,000
真鍋　裕子	 5,000
橘　俟子	 60,000
殿村　元一	 5,000
竹中　百合子	 5,000
梅山　猛	 5,000
株式会社こころ	 10,000
日本キリスト教団西が丘教会	30,000
山岡　義生	 5,000

田中　潤治	 5,000
北風　照子	 5,000

寄付金
西川　淑子	 5,000
山本　俊正	 5,000
小山　稔	 1,000
中村　信博	 40,000
平林　喜博	 5,000
長谷川　義紘	 10,000
林　律	 10,000
姫野　眞知夫	 5,000
延原　正海	 10,000
小久保　正	 20,000
榎本　栄次	 20,000
岩坂　二規・泰子	 5,000
脇坂　照世	 5,000
李　善惠	 5,000
竹下　亘・八千代	 10,000
楠葉コイノニア教会	 10,000
佐野　千枝子	 5,000
早川　良彌	 5,000
藤田　恭子	 5,000
丹野　きみ子	 5,000
堤　龍春	 5,000
黒田　睦子	 5,000
竹中　百合子	 15,000
武山　泰子	 10,000
山岡　義生	 5,000
髙塚　郁男	 5,000
島田　恒	 5,000
以上感謝をもってご報告申し上げます。
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【役員改選】
任期満了に伴い、2021 年度当財
団定時評議員会 (6 月 16 日 ) で、
次の通り役員（理事 7 名、監事 2
名）が選任され、それぞれ就任し
た。（任期 2 年）
　代表理事	 中村 信博
　理　事	 石田 光男　榎本 栄次
	 戒能 信生　神﨑 清一
	 神田 健次　神保 正男
　監　事	 黒岩 裕二　棟方 信彦
同評議員会で、次の通り評議員（7
名）が選任され、それぞれ就任し
た（任期　4 年）
　評議員長	 小原 克博
　評議員	 木原 活信　原 牧人
	 増田 　琴　柳井 一朗
	 山本 俊正　横野 朝彦

東 西 南 北

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org


